
市民のコミュニティに関する意識･行動調査の結果概要 

 

１． 調査の目的 

 本調査は、地域コミュニティの活性化を図るための基礎資料とするために、金沢市と金沢大学文

学部社会学研究室の共同研究として実施いたしました。具体的には、地域コミュニティの活性化を

図るために、地域社会における活動や組織についての地域住民の意識と行動を知ることを目的とし

ています。 

 

２． 調査の概要 

２．１ 調査の設計 

 調査は以下のとおり設計されました。 

（１） 調査地域 金沢市内全域 

（２） 調査期間 平成 18 年 9 月 20 日～10 月 11 日 

（３） 調査方法 郵送調査法（調査票郵送送付・回収、調査対象者自記入式） 

（４） 調査対象 平成 18 年 4 月 1日時点において満 20 歳以上 80 歳未満の金沢市民 1500 人 

（５） 対象者抽出 住民基本台帳および外国人登録名簿より無作為抽出 

 

２．２ 回収率について 

 本調査の調査票回収数は 803 票、有効回収数は 785 票、有効回収率は 52.3%となっています。な

お、あて先不明などで調査票が調査対象者に届かず、返送されてきたものが 9票、受け取り拒否で

返送されてきたものが 3票ありました。 

 

２．３ 回答者について 

 回答者の属性（性別、年齢、職業）は、図のとおりとなっています。回答者は女性が 55%とやや

多くなっています。 
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20 代の回答が他の年齢層に比べて、顕著に低くなっています。若年層の回収率が低くなる一般

的傾向が、本調査においても現れています。 
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 常時雇用の一般従業員の方が 3 割を占めています。また臨時雇用，パートなどの方は 16%ほどと

なっています。また専業主婦の方も 15%を占めています。 
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３．調査結果の概要 

 

問１（１） あなたは、お住まいの地域の町会名をご存知ですか。 

居住地区の町会名認知についての項目です。知っていると答えた人が 9 割と、ほとんどの人が自分

の居住している地区の町会の名前を知っています。 

図1-1　町会の名前を知っているか
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問１（２） あなたのご家庭は、その町会に加入していますか。 

9 割近くの家庭が町会に加入しています。金沢市では依然として町会の影響力の強いことがうかが

えます。 

図1-2  町会への加入率
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問１（３） 町会に加入していると答えた方のみお答えください。あなたは次の町会の行事や活動

に、どの程度参加していますか。 
市民が具体的にどのような町会の活動に参加しているかを見てみます。最も多くの人が参加してい

るのは環境美化活動です。この種の活動は日々行われており、比較的参加しやすいためだと思われま

す。次に総会などの会合、親睦・レクリエーション活動と続きます。注目すべきは、乳幼児、高齢者、

障害のある人への支援、募金などをする福祉活動への参加が多いことでしょう。これらの活動は大変

な仕事が多いにもかかわらず、町会の活動として参加している人が 5 割近くいます。 
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環境美化活動

夜回り（防犯・防火のための巡回）

防災訓練

夜回り･防災訓練以外の地域安全活動

青少年健全育成活動
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図1-3  町会の行事への参加率
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問１（４） 町会に加入していないと答えた方のみお答えください。あなたが町会に加入しない理

由は何ですか。 

町会に加入しない人にはどのような理由があるのでしょうか。仕事や子育てなどで忙しく時間のな

い人や、近い将来、転居や市外への転出が予想される人など、個人的な理由で町会に加入できない人

が多いようです。次に町会が何を行っている組織かわからない、加入の仕方がわからないなど、町会

のしくみが市民によく理解されていないことが未加入の理由として挙げられます。この問題に関して

は町会が市民に対する情報伝達を徹底することが解決につながると考えられます。 

14.3%

4.3%

13.0%

13.7%

16.8%

5.6%

3.7%

11.8%

16.8%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

その他

会費の支払いに負担を感じる

加入の仕方がわからない

町会が何を行っている組織なのかわからない
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図1-4  町会に加入しない理由
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問２ あなたは現在の町会活動に以下のような問題があると思いますか。ａ～ｉのそれぞれに、次

の１～４の中から１つお選びください。 

「活動の運営が役員任せになっている」という回答が、最も多くなりました。また、「活動の内容に

変化がない」、「特定の人に業務が集中している」といった問題点も広く認識されているようです。町

会活動に多くの会員が携わり、変化することが望まれている現われといえるでしょう。 

図2　町会活動の問題点認識
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問３ 以下にあげる町会活動はどの程度重要だと思いますか。ａ～ｉのそれぞれに、次の１～４の

中から１つお選びください。 

「地域の安全や安心に関する活動」を重要であるとする回答が最も多くなりました。また、「住民が

使用する街路灯や集会所などの維持管理」、「騒音やごみ捨てのルール違反などの近隣苦情への対応」

の２つにも重要であるとする回答が集中しました。町会活動に地域の暮らしのマネジメントが求めら

れているといえるでしょう。 

図3　各町会活動の重要度認識
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問４ 町会に関する以下の意見について、どのように思われますか。ａ～ｉのそれぞれに、次の１

～４の中から１つお選びください。 

問４では、町会の民主化に関する意見について尋ねました。「情報公開」と「町会の仕事の公

平な分担」は８割を越える人が支持しており、重視されていることがわかります。逆に、「重要

な役職に女性がもっとつくべき」という意見を支持する人がもっとも少なくなっています。どの

質問項目も相対的に支持する人が多く、全体的に町会をより民主的な組織にすることが望まれて

いるといえるでしょう。 

38.8 44 12.7 4.6

18.8 37.4 31.1 12.7

34.8 46.6 14 4.6

21.6 53 19.7 5.7

23.4 35.9 25.9 14.8

23.1 34.8 29.2 12.9

35.3 40.2 18.4 6.1

35.6 47.3 12.3 4.8

13.9 30.2 38.4 17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町会の仕事は公平に負担すべき

町会行事にはみな参加すべき

活動状況を各戸配布で伝達すべき

自主的な活動をすべき

町会は行政の末端組織だ

町会加入を働きかけるべき

町会の役員だけで決定しない

情報公開を徹底すべき

重要な役職にもっと女性がつくべき

図4　町会の民主化
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問５ あなたは、以下のような町会以外の住民組織の活動にどの程度参加していますか。ａ～hのそ

れぞれに、次の１～４の中から１つお選びください。 

全体的に、積極的に参加している人は少なくなっています。老人会や、生活協同組合・消費者

団体にまったくかかわっていない人は特に多くなっています。そんな中、公民館と趣味サークル

やスポーツ・文化団体に参加する人は、他と比べて参加者が少し多くなっています。 

3.5 7.4 16.8 72.3

4.7 14.2 19.6 61.5

8.4 15.2 19.6 56.8

6.1 17.4 21 55.5

4.4 12.6 13.8 69.1

5.3 6.2 12 76.5

7.4 11.9 15.5 65.1

4.7 12.9 15.6 66.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生活協同組合や消費者団体

ボランティアグループなどの社会奉仕団体

趣味サークルやスポーツ・文化団体

公民館

ＰＴＡなどの教育団体

老人会、老人グループ

子どもや保育に関するグループ、子ども会

婦人会

図5　住民組織への参加頻度

よく参加する ある程度参加する あまり参加しない 全く参加しない
 

 

問６（１） あなたは日頃、隣近所の人々とのおつきあいをどの程度なさっていますか。１つお選

びください。 

半分以上の方が「ある程度つきあっている」と答えています。「あまりつきあっていない」「まった

くつきあっていない」と答えた方はあわせて約３５％です。 

図6-1　実際のおつきあいの程度
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問６（２） それは、具体的にどのようなおつきあいですか。近いものを１つお選びください。 

「顔を合わせた時あいさつをする」と答えた方が最も多く、５割以上を占めています。「家族ぐるみ

のおつきあいをしている」と答えた方は最も少なく約３％です。約２割の人が「お互いに困った時に

は相談しあっている」「家族ぐるみのつきあいをしている」「留守を頼んだり親しく話をする」のどれ

かを選んでいて、親密なつきあいをしている方は少数だといえます。 

図6-2　具体的なおつきあい
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をする
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ほとんどつきあいはない

 
 

問６（３） では、あなたにとって隣近所の人々とのおつきあいはどの程度が好ましいと思いますか。

８割以上の方が「ある程度つきあう」が好ましいと考えています。（１）の結果と比べると、その他

の３つの選択肢「よくつきあう」「あまりつきあわない」「まったくつきあわない」からそれぞれ「あ

る程度つきあう」に移動している方が多々いるようです。現状でのつきあい不足を感じている人がい

る一方で、現状へのわずらわしさ、もっと距離をおきたいと感じている人もいると考えられます。 

図6-3　好ましいおつきあいの程度
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問７（１）（２） あなたが１５歳までに過ごした主なところはどちらですか。 

今回の調査対象者のうち１５歳時点までを金沢市内で過ごした人は６割弱、金沢市を除く石川県内

は 2 割と、１５歳までを石川県で過ごした人は計８割を占めています。北陸を除く大都市とは人口１

０万人以上の市・特別区を、大都市以外とは人口１０万人未満の市町村・特別区を指しており、それ

ぞれ１割弱でした。 

図7-1,2　15歳までに過ごした主なところ

57.2%
23.6%

8.2%

4.4%

0.6%6.0%

金沢市内 金沢市を除く石川県内

福井県内・富山県内 北陸を除く国内の大都市

北陸を除く国内の大都市以外 国外
 

 
問７（３） 子供の頃あなたの父親や母親がしていた近所付き合いについてお聞きします。以下の

ことについて、次の頻度の中からあてはまるものを１つお選びください。 

大人になってからの近所付き合いが、子供の頃の親の近所付き合いによって影響されるのではない

かと考えられます。年に４～５回程度未満が全体に占める割合は、買い物・食事などの外出で７割を

越え、おすそ分けは５割弱、お互いの家の行き来が３割強というように、付き合いの程度によって大

きく差が出ていることが分かります。 

15.1 25.3 23.6 9.4 12.2 14.4

4.4 16 31.4 25.3 16.3 6.6

2.5 9.2 13.1 12.8 20.2 42

0 20 40 60 80 100

近所の人とお互いの家を行き来していた

近所とおすそ分け（土産を含む）をし合っていた

近所の人と買い物・食事などの外出をしていた

図7-3　子供の頃の親の近所付き合い

ほぼ毎日 週に1～2回程度 月に1～2回程度 年に4～5回程度 年に1～2回程度 していなかった
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問８ あなたのおつきあいについてお聞きします。よく行き来したり、または電話やメールをした

りして、親しくおつきあいしている人は何人いますか。 

親しいつきあいをしている人数について、「０人」という答えは「近所」では４割を超えてい

ますが「親戚」では１割以下になっています。一方、「７人以上」という答えは「近所」では１

割以下になっていますが「親戚」では約３割になっています。近所づきあいは少人数で、親戚づ

きあいは比較的大人数で行われていると言えるでしょう。 

図8　つきあい人数
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問９ あなたは日頃、以下の通信手段をどの程度利用しますか。ａ～ｄのそれぞれに、次の１～６の

中からあてはまるものを１つお答えください。お持ちでない方は８をお選びください。 

「携帯電話の電話機能」と「携帯電話のメール機能」について、「１日に何度も使う」という

答えがともに２割を超えており、携帯電話がよく使われていることが分かります。逆に、「パソ

コンのＥメール」について、「ほとんど使わない」と「持っていない」という答えを合わせると

７割を超えており、家の電話や携帯電話に比べてあまり使われていないようです。 

6.5 4.94.7 5.8 5.7 29.4 42.9

23.7 15.7 10.7 8.4 5.3 15.6 20.5

24.5 21.6 14.1 10.6 8.3 4.4 16.4

5.8 15.2 12.8 20.1 17.7 22.3 6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

パソコンのEメール

携帯電話のメール機能

携帯電話の電話機能

家の電話

図9　通信手段の利用率

１日に何度も使う １日に１～２回程度 週に３～４回程度 週に１～２回程度

月に１～３回程度 ほとんど使わない 持っていない
 

 
問１０ あなたは今後、今住んでいる地域に住み続けたいと思いますか。あてはまるものを 1 つお

選びください。 

５割近くの方が「そう思う」と答えています。「どちらかといえばそう思う」と答えた方と合わせる

と８割を超え、ほとんどの人が今住んでいる地域に住み続けたいと考えているといえます。 

図10　定住志向
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問１１ 金沢市に対して、誇りや愛着を感じますか。あてはまるものを１つお選びください。 
８割を超える人々が金沢市に対して愛着を感じています。どのような要素について愛着を感じている

かについては、平成１７年度に金沢市が行った「１０年間の市の施策を対象とした市民アンケート調査」

において分析がなされており、本調査の結果と強く関連しています。この２つの調査結果からも、多く

の市民は金沢市に対して愛着を感じているといえます。 

図11　金沢市に対する愛着

37.4%

46.3%

12.0%

4.4%

強く感じる

やや感じる

あまり感じない

まったく感じない
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問１２ 地域と子どもの関わりについてお聞きします。「子ども」は中学生までを想定してお答えく

ださい。 

（１） 以下の考え方についてあなたはどのように思いますか。 

（２） あなたの実際の行動についてお聞きします。 

 教育を担う主体としての地域が注目される中、金沢市ではどの程度の人が地域で子どもを育てるこ

とに積極的かどうかを見るために、この質問を設けました。 

（１）３項目すべてで「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の占める割合が８割を越え、地域に

よる子育てに対する意識はかなり高いものと言えます。教育問題が次々と取り上げられ、地域の

教育力が注目される中、金沢市では地域を活かす教育を行なう土台ができていると言えるでしょ

う。 

35.1 47.1 13 4.8

46.9 46.2 5.51.4

48.4 44.4 6 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生活体験の場を提供するのは地域の役割

地域の子どもとおとなが知り合うことは大切

教育には地域の関わりが必要

図12-1　地域と子どもの関わりについての規範意識

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない
 

 

（２）実際の行動となると、規範意識に比べ積極的な人の割合は下がります。注意やあいさつという

ごく日常的な関わりについては約７割の人が「する」と答えていますが、地域行事への参加とな

るとその割合は３割ほどに落ち込みます。どのような人が地域行事に参加し、また参加していな

いのかを探ることにより、地域による教育のよりよい方向性が見えてくると思います。 

28.7 43.3 16.9 11.2

9.2 22.7 34.4 33.6

23.4 50.8 17.9 7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域の子どもとあいさつをする

おとなと子どもが参加する地域行事に積極的に参加

子どもが危ないことをしていたら注意する

図12-2　地域と子どもの関わりについての実際の行動

よくする ときどきする あまりしない まったくしない
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問１３（１） 今後、地域の活性化を考えていくうえで、地域コミュニティの単位としてふさわし

いと思う地域の範囲（広さ）はどのぐらいと考えますか。１つお選びください。 

これからの地域の活性化のためにどの程度の範囲で活動するべきかを尋ねたこの質問に対して、

「現在の町会程度」と回答したのは４５％、「小学校下（校区）程度」と回答したのは４５％でした。

一方、「中学校下（校区）程度」と回答したのは８％、「その他」と回答したのは１％であり、両者を

足し合わせても１０％未満であることから、町会そして小学校下（校区）の範囲が地域コミュニティ

として機能していることがわかります。 

図13-1　地域コミュニティの単位としてふさわしい地域の範囲

45.2%

45.4%

8.3% 1.0%

現在の町会程度

小学校下（校区）程度

中学校下（校区）程度

その他

 
 

問１３（２） では、地域コミュニティの望ましい組織形態はどのような形と考えますか。１つお

選びください。 

この質問に対して「従来の町会のような組織」と回答したのが３９％と最も多く、現在の町会組織

を肯定していると言えます。しかしながら下のグラフからもわかるように、「地域住民が自由に参加し、

自主的に地域の将来を考える新たな組織」と回答したのが３３％、「複数の町会が集まった連合町会の

ような組織」と回答したのが２６％となっています。現在の町会組織をより発展させたいという意見

が含まれているようにも感じられます。回答に明確な差が出ているとは言いがたい状況です。 

図13-2　地域コミュニティの望ましい組織形態

39.0%

26.4%

33.6%

0.9% 従来の町会のような組織

複数の町会が集まった連
合町会のような組織

地域住民が自由に参加
し、自主的に地域の将来
を考える新たな組織

その他
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問１４（１） あなたのお住まいの地域における外国籍住民と日本人住民とのおつきあいについて、

どのようにお考えですか。あてはまるものを１つお選びください。 

「ある程度つきあうほうがよい」と回答した人が最も多く６６％を占めており、「積極的につきあう

ほうがよい」と回答した人と合わせると全体の８０％を占める結果となりました。回答者の多くは、

外国籍住民と日本人住民は何らかの形で地域の中でつきあっていくほうよいと考えていることがわか

ります。 

14%

66%

15%

5%

積極的につきあうほうがよい

ある程度つきあうほうがよい

あまりつきあわなくてもよい

つきあわなくてもよい

図14-1　外国籍住民と日本人住民との望ましいつきあい

 
問１４（２） 今後、地域で外国籍住民と日本人住民とのおつきあいを深めていく場合、以下にあ

げることはどのくらい重要だと思いますか。a～c のそれぞれに、次の１～４の中から

１つお選びください。 

「重要である」および「ある程度重要である」を合わせると、「お互いの先入観をなくすこと」につ

いては９１％、「お互いの文化や習慣を許容すること」については８６％、「お互いの言語を習得する

こと」については７１％となります。この結果から、外国籍住民と日本人住民とのつきあいにおいて

は、言語の習得という実用的なことよりも、接する態度のほうが重要であると考えている人の割合が

多いことがわかります。 

27.3 58.5 11.6
2.7

14.2 57.2 25.3
3.3

47.7 43.6 7
1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お互いの文化や習慣を許容すること

お互いの言語を習得すること

お互いの先入観をなくすこと

重要である ある程度重要である あまり重要ではない 重要ではない

図14-2　外国籍住民と日本人住民とのつきあいで重要なこと
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問１５（１） あなたの住んでいる町会の区域では、現在困っていることとして、以下にあげるも

のはどの程度あてはまりますか。ａ～ｋのそれぞれに、次の１～４の中から１つお選

びください。 

 町会の区域内では現在、どのようなことが問題視されているのでしょうか。今回の調査では、

まちの活気・にぎわいの不足、スポーツやレクリエーション施設の不足をあげる人が半数を超え、

その他ほとんどの項目も３割程度の人が問題視していることが明らかになりました。地域生活を

よりよいものにしていくために、これからも市民と行政双方の努力が求められていると言えます。 

図15-1　町会地域で現在困っていること

13

7.6

10.6

8.9

16.1

11.4

4.7

4.8

5.1

9.4

3.8

41.4

30.1

21.9

23.5

36.6

35.1

24.6

25.1

24.4

15.1

16

37.2

51.3

40.7

50.9

36.9

41.6

53.1

55.2

51

41.7

54

8.3

11

26.8

16.8

10.4

11.9

17.6

14.8

19.4

33.9

26.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まちの活気・にぎわいの不足

人びとの社会的交流が少ない

移動や交通が不便

健康・医療サービス施設の不足

スポーツやレクリエーション施設の不足

文化活動を行う機会や施設の不足

子どもを育てる環境が不十分

暮らしの安全や安心の確保の困難

自然環境の悪化

買い物施設の不足

身近な住環境が悪い

とても当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない まったく当てはまらない
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問１５（２） （１）のような問題が発生し、地域で解決策を考えるときに、あなたは、次のどの

考え方に賛成ですか。１つお選びください。 

（１）であげられたような地域問題の解決策として、行政の担当課に直接相談する方法を選ぶ人が

４割と最も多くなっています。他にも、町会連合を通じての働きかけ、町会内に解決のための組織作

りという方法を選ぶ人が他の項目に比べて多くなっています。逆に何もしないという回答は全体の１

割程度と少なく、多くの人が地域問題を解決することの必要性を感じていることが分かります。 

図15-2　地域問題の解決策

38.7

2.6

4.36.10.5

16.3

1.6

10.1

2.6

4.5

10.9
1.6

行政の担当課に直接相談

役所の幹部などを通じて

議員に相談

タウンミーティングなどで

議員以外の地域の有力者
を通じて

校下（地区）町会連合会を
通じて

他の地域団体を通じて

町会内に解決のため組織
作り

他団体とともに解決のため
組織づくり

手紙・Eメールでの投書

何もしない

その他
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問１６ 次の３つの考え方について、あなたはどれに賛成ですか。１つお選びください 

 人付き合いにおいて、どのような考え方をしている人が多いのかを知ることで、これからの地域コ

ミュニティ作りの参考になります。今回は、お互いの和を大切にしたいという考え方と、お互いの考

えが違っても話し合って一致点を見つけたいという考え方がそれぞれ半数近くを占め、自分の考えに

忠実でありたいという意見は少数にとどまりました。このことから、意見が違う人とも共存していき

たいという思いがある人が多いことが分かります。 

図16　３つの考え方

49.9

3.7

46.4

人に自分の意見を押し付けたりせずに、お互いの和を大切にしたい

他人のことよりも、自分の考えに忠実でありたい

お互いの考えが違った場合には、話し合って一致点を見つけたい
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問１７ あなたは次の考え方についてどのように思いますか。ａ～ｈのそれぞれに、次の１～４の

中から１つお選びください。 

問１７では、いくつかの意見をあげ、社会に関するさまざまな意識を探っています。「自分のしたこ

とは自分で責任をとるべき」という意見に対して 9 割越える人の支持が集まっており、注目されます。

「収入の多い人の負担を軽くすべき」という意見は最も支持者が少なくなっています。それに対して、

「福祉は充実させるために、個人の負担増もやむをえない」という意見に関しては、ほぼ 2 分してい

ますが、賛成派のほうが若干多くなっています。 

7.4 28.4 49.1 15.1

15.4 47.3 31.2 6.1

9.1 47.6 31 12.4

44.8 46.8 6.71.7

7 35 45.5 12.5

18.3 51.8 21.2 8.6

6.7 17.9 47.8 27.5

34.8 43.7 17.1 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝統や慣習に従うべき

仕事よりも私生活を大事にすべき

福祉充実のため負担が増えることもやむをえない

自分したことは自分で責任を取るべき

全体のために個人の利益が制限されてもかまわない

貧富の差が生じるのはやむをえない

収入の多い人の負担を軽くすべき

働くことは生きがい

図17　社会に関する意見

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
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問１８ 金沢市では市民が積極的に市政運営に参加し、市民と行政が協力し合いながらまちづくりを

すすめる「協働のまちづくり」をめざして協働推進条例（平成１７年４月施行）を制定し、各

種事業を展開していますが、この条例をご存知ですか。「協働」とは、市民および行政がそれ

ぞれ自らの果たすべき役割を自覚して、対等の立場で協力し合い、補完し合うことを言います。

「協働推進条例」を「知っている」と答えた方は５％、「知らない」と答えた方は、６９％でした。

「言葉は聞いたことはあるが内容はわからない」と答えた人を含めても、「協働推進条例」の認知度は

約３割と、条例が金沢市民にはあまり浸透してないという結果が出ました。協働を進めるにあたって

も、まずは条例の周知が必要だと思われます。 

図18　協働推進条例の認知

5%

26%

69%

知っている 言葉は聞いたことがあるが内容は分からない 知らない

 

 
問１９ 市民と行政の協働で以下のような活動を行う時、あなたは参加したいと思いますか。ａ～

ｅのそれぞれに、次の１～４の中から１つお選びください。 

「高齢者に関わる活動」「お祭りなどの文化活動の開催」の２項目への参加意欲は、「参加したい」

と「どちらかといえば参加したい」をあわせると、それぞれ５割を超えました。しかしながら「地域

の道路や広場、公園などの整備や管理」活動は、参加意欲が最も低く、４３％でした。今後「協働推

進条例」の認知度が高まるにつれ、変化の見られる項目かもしれません。 

図19　協働での活動への参加意欲

7.1

11

9.8

7.5

11.6

37

44.5

41

36.1

37.7

42.8

33.4

36.9

43.2

37.7

13.1

11.1

12.3

13.2

13

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ルール策定活動

お祭りや文化活動

高齢者に関わる活動

地域の整備活動

防火・防犯活動

参加したい どちらかといえば参加したい どちらかといえば参加したくない 参加したくない
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問２０ 市民と行政とが協働でまちづくりをすすめるために、以下のことが必要だと考えますか。 
ａ～ｈのそれぞれに、次の１～5 の中から１つお選びください。 

  行政による情報提供の項目について、「必要である」「どちらかといえば必要である」とする回答が

8 割を超えています。一方で、市民によるまちづくり資金集めの項目では、消極的な回答が目立ちま

した。全体的な傾向を見ると、行政に対して市民のまちづくりへの参加を促すような政策が求められ

ているといえるでしょう。 

20.4 46.1 26.2 4.2 3

13.3 37.9 33.8 9.2 5.7

7.1 20.3 47.9 15.4 9.3

12.1 28.1 46.4 8.6 4.8

23.6 41.3 28.2 4.7 2.1

31.4 39.8 23.5 2.9 2.5

28.6 45.5 22.7 1.4 1.7

44.2 36.1 15.8 2.1 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民による意見を述べる場の設置

市民活動の場所の確保と運営

市民によるまちづくり資金集め

市民の、新たな組織の設立

市民の専門知識の取得

行政の活動支援や資金援助

行政の検討機会の設置

行政による情報提供

図20　まちづくりに必要だと考える活動

必要である どちらかといえば必要である どちらともいえない

どちらかといえば必要でない 必要でない
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問２１ あなたは、以下にあげるような事柄は、市民と行政どちらが責任をもって行うことが望ま

しいと考えますか。市民が行うという場合とは、民間活力や市民の自助努力による活動を指

します。ａ～ｈのそれぞれに、次の１～５の中から 1 つお選びください。 

文化・学習に関する項目、除雪・排雪、公園整備、防火・防災の項目では、「行政と市民の協働で

行う」と答えた人が最も多くなっています。また、高齢者への福祉サービスの項目では、「行政

が行う」と「どちらかといえば行政が行う」を合わせると、６割以上と多くなっています。一方

で、子供に関する項目と、清掃の項目では、「市民が行う」「どちらかといえば市民が行う」を合

わせると、３～４割と、他の項目より多くなっています。 

34.6 30.1 33.2 1.60.5

4.8 6.9 57.5 24.5 6.2

11.9 26.8 51.4 7.7 2.1

26.2 18.7 46.1 6.22.7

4.8 5.9 47.3 30.8 11.3

14.5 25.3 47 9.8 3.4

8 10.5 61.8 14.8 4.9

5.7 10.1 64.5 13.9 5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域の高齢者に対する福祉サービスの提供

子どもの学校外の活動の支援や見守り

文化活動の開催や生涯学習などの講座の開講

生活道路の除雪・排雪 

地域の清掃活動

地域の公園や広場の整備・管理

地域の防火・防災・防犯活動

まちづくりの方向やルールの策定

図21　市民と行政どちらがやるべきか

行政が行う どちらかといえば行政が行う 行政と市民の協働で行う どちらかといえば市民が行う 市民が行う
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問２２（１） あなたは、以下にあげる市の事業を知っていますか。ａ～ｈのそれぞれに、次の１~
４の中から１つお選びください。 

この質問は、金沢市のコミュニティ事業に対する、市民の認知度をはかるために設けました。 
最も認知度が高かったのは旧町名復活事業であり、約 8 割の人々が認知しています。逆に、認知度が

低かったのは、地域活動に必要な用具などへの補助事業やコミュニティ公園の整備事業です。この事

業の認知度が低い理由としては、まちづくりに積極的に取り組む人々や、地域活動に積極的に参加す

る人々にしか認知されない事業であるためと思われます。 

5.0 15.9 51.6 27.4

8.9 24.6 43.6 22.9

11.4 34.8 38.5 15.3

17.6 39.2 29.0 14.2

7.0 26.6 45.0 21.4

4.9 16.8 47.3 31.0

13.9 32.5 38.1 15.5

38.3 43.0 11.1 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コミュニティ公園の整備

地域サロンの設置

保育所、児童館を活用した子育て支援

防災ボランティア活動の支援や防犯パトロールの推進

自主防災組織の育成

地域活動に必要な用具の費用補助

コミュニティ空間の保存と活用

旧町名の復活

図22-1　市のコミュニティ事業に対する認知度

よく知っている まあ知っている あまり知らない まったく知らない
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問２２（２） あなたはふだん、（１）のような市の事業について、どこから情報を得ていますか。

あてはまるものをすべてお選びください。 
この質問は、金沢市の事業に関する情報の入手手段を知るために設けました。 

結果は、新聞、テレビ、回覧板を利用するという回答が多く、これら 3 つに回答が偏っています。全

国レベルの情報ではなく、金沢に密着した情報を入手できるという点では、新聞が量･質ともに優れて

おり、また、テレビは気軽に情報を入手できる点が優れていると考えられます。回覧板については、

町内レベルでの地域情報を確実に伝えることのできる限られた手段であるといえます。 

3.0 97.0

21.6 78.4

11.1 88.9

61.7 38.3

6.6 93.4

22.1 77.9

24.0 76.0

72.9 27.1

15.9 84.1

63.3 36.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

人の話

掲示物

回覧板

インターネット

チラシ（パンフ）

地域情報誌などの雑誌

新聞

ラジオ

テレビ

図22-2　市の事業に関する情報を何から得ているか

利用する 利用しない
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問２９ この中から生計をともにしているご家族をすべてお選びください。  

配偶者と生計をともにしている人が７割を超えており、結婚している人がとても多いことがわかり

ます。そして約半数の人が、子供がいると回答しています。配偶者の兄弟姉妹と一緒に暮らしている

人は一人もいませんでした。 

8.4 91.6

1.6 98.4

5 95

0.9 99.1

2.8 97.2

0 100

5.8 94.2

8.5 91.5

16.2 83.8

5.4 94.6

47.5 52.5

73.2 26.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あてはまるひとはいない

その他

孫

配偶者の祖父母

自分の祖父母

配偶者の兄弟姉妹

自分の兄弟姉妹

配偶者の父母

自分の父母

子供の配偶者

子供

配偶者（夫・妻）

図29　生計をともにしている家族

いる いない
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問３０ あなたはいまの住所に住んで、今年で何年目になりますか。 
在住２０年未満の人が回答者の半数を超えていることから、金沢に移住した人が多いということが

見受けられます。 

図30　金沢在住年数

30.3%

21.3%

18.9%

15.4%

11.2%

3.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

１０年未満

１０～１９年

２０～２９年

３０～３９年

４０～５９年

６０～７９年

 
 

問３１ 現在のお住まいは次の中のどれですか。１つお選びください。 

７割を超える方が持ち家一戸建て住宅に住んでいます。次に多いのは民間の借家・賃貸アパート・

マンションであり１６％を占めています。その他の項目はそれぞれ１～４％であり、比率からすると

少数となっています。 

図31　住宅形態

75.3%

3.6%

2.2%

2.4%

15.5%
1.0% 持ち家一戸建て住宅

持ち家集合住宅（マンショ
ンなど）

市営・県営などの公的賃
貸住宅

社宅または寮

民間の借家・賃貸アパー
ト・マンション

その他
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問３２ あなたのご家庭の、現在の暮らしむきについてどう思われますか。１つお選びください。 

現在の暮らし向きについて、「良くも悪くもない」と答えた人がもっとも多くなっています。また、

「良い」と「どちらかといえば良い」と答えた人を合わせると５割近くで、「悪い」、「どちらかといえ

ば悪い」を合わせた人の、２倍以上も多くなっています。 

図32　現在の暮らし向き

18.0%

29.4%36.9%

12.9%
2.8%

良い

どちらかといえば良い

よくも悪くもない

どちらかといえば悪い

悪い

 
 
 

問３３ あなたが最後に卒業した（または現在通っている）学校は、次のどれにあたりますか。 

１つお選びください。中退も卒業と同じ扱いでお答えください。 

最終学歴は、高等学校の人が４割強と最も多く、ついで２割程度が大学、1 割強が短期大学・高等

専門学校、義務教育という結果が得られました。 

図33　最終学歴
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46.1

15.9

21.2

1.9

1

義務教育（新制中学校、旧
制尋常小学校・高等小学
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高等学校（旧制中学校、実
業学校、師範学校、高等女
学校）

短期大学・高等専門学校
（旧制高等学校、高等師範
学校、旧制専門学校）

大学

大学院

その他
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問３４ あなたの、現在のご職業についてお聞きします。なお、ここでは、職業とは継続して行なっ

ている収入をともなう仕事とします。 

 

ａ． 現在、ご職業をお持ちですか 

金沢市民における有職者の割合を調べたところ、「有職」と回答したのが６８%とほぼ７割弱と、大

きな割合を占め、無職の１４%という値とは大きく差が開いています。しかし、常時雇用されている

一般従業員がすべてというわけではなく、臨時雇用者やパートそして派遣社員も含まれています。 

図34　有職者の割合

68.1%
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15.4%

14.3%
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問３５（１） 過去一年間のあなた個人の収入は、税込みでおよそどのくらいでしょうか。臨時収入、

副収入も含めて、お答えください。 

問３５は収入を問うものとなっています。（１）では、回答者個人の収入を問いました。個人収入で

は３００～５００万円未満が最も多い回答となっています。また、収入が５００万円未満の回答者が

全体の８割程度を占めています。 

図35-1　個人収入

1.1%

1.8%

5.8%

11.1%

18.1%

17.0%

17.9%
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1000～1500万円未満

700～1000万円未満
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300～500万円未満

200～300万円未満

100～200万円未満

100万円未満

なし

 
 

問３５（２） 過去一年間のあなたのご家庭（生計を共にしている家族）の収入は、税込みでおよ

そどのくらいでしょうか。他のご家族の収入も含めてお答えください。 

（２）では回答者の世帯収入を尋ねました。世帯収入で最も多い回答は、３００～５００万円未満

となっています。また、全体の７割弱を３００～１０００万円未満という回答が占めました。１００

０万円以上の収入がある家庭は 1 割程度にとどまっています。 

図35-2　世帯収入
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本調査に関して、ご意見などございましたらご記入ください。 

自由記述欄には、約２割の方からご意見を頂きました。記述の内容から、本調査に熱心に回答・協

力して下さったことが分かります。 

本調査へのご意見　自由記述

84.5%

15.5%

記入なし

記入あり

 

 
記述の内容を大別すると、①調査に対する意見・感想、②コミュニティに関する意見・要望、③そ

の他に分けることができます。一番多かったのは、調査に対する意見・感想です。 
①調査についての意見として、「福祉関係の問題、先行不透明に対する不安などについての調査が

欲しい」、「市民のコミュニティを一番阻害しているのは何か、誰かを調査すべき」、「多文化共生の観

点からの質問が少ない」といったものがありました。 
感想としては、「市民のために調査してくれてありがとう」という肯定的なものから「面倒だった」、

「質問がわかりにくかった」という否定的なものまでありました。 
②「コミュニティに関する意見・要望」については、町会に関するものが多く、次のような記述が

ありました。「町会での行事はすべて役員のみで行われ私には関係ない。とてもさみしい」、「町会に対

する意見は一個人が言っても何の反応もない。町会は役員のみで進行している」といった町会運営に

関わる意見や、「町会活動は大変重要。積極的に参加したいが、仕事で休日はほとんどなく実質参加で

きない状態」、「町会活動は、仕事を持ち子育てをしている女性にとっての負担はとても大きい。毎日

の生活だけでも大変なのに役員は重荷」といった自身の町会参加に関する記述がありました。 
他には、「５人の子供を育てる中で一番困ったのは、子供会の役員、地域の小学校の役員が回ってく

ること。出産予定の時期にラジオ体操の世話、乳幼児が３・４人いるのに早朝の交通安全指導や夜の

会合は核家族では無理。それからは子供会の行事には参加せず、２人目からは国立の小学校に通わせ

た。子育ての１番大変な時でなかったら役員はいくらでもするが、そのときは地域社会は子沢山の家

に冷たいと思った」、「地域が大切という一方で学校の選択が自由になるなど、地域の子供たちはバラ

バラになりつつある。その結果、どうなっていくのか先行不透明」といった、今後考えていかなけれ

ばならないと思われる意見もありました。 
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